













壁であ り,明 か りを採 り入れるための開口




は,ゴ シック,ル ネ ッサ ンス,ロ ココ と




であ り,オ ース トリア,ス イ スで は,気
候 ・風俗 に影響 を受け,ベ ルギー,フ ラン










壁 には愛 らしい花や,動 物の絵や街 の歴史
が順々に描かれていた り,び っくりす るよ
うなことになる。 これが本当の"飾 り窓"
なのか もしれない。いかにも風光明媚なチ
ロル地方 にふ さわしくほほえましい。 この
ようなスタイルはスイスのバ ーゼル地方の
田舎で も見ることがで きるが,こ こでは具
体的な絵でな く,色で表現 されている。私
が見た窓は,壁 全体 は緑一色で屋根 と窓の
問に文字が 白と黒の陰で書かれ,木 製サ ッ








異な り,1階 は丸味 をつけて全体の感 じを
やわ らげ,2階 以上 は出窓で,ゴ シ ック調
である。 日本の窓,と くに通風採光を二の
次 にして,外 の様子 をうかが うための"無
双 窓""武 者 窓"あ るい は格子 を組 んだ
"与力窓"と い
ったものに比べれば,ヨ ー
ロ ッパの窓は総体に,無 駄 のない機能本位
でシンプルな美 しさがある。
私が特に興味をもったのは,ベ ルギーの
窓だ った。 ブラッセルの市 内には,ゴ シ ッ
ク,ル ネ ッサ ンス様式のほかに,19世紀中
ごろ フランス,ベ ルギーを中心 に興った
アール ・ヌ ーボの影響をうけた建物が多 く
みられた。もともとアール ・ヌーボは,量
産化 され,個 性 的なぬ くみを喪失 してい く
流れ に対抗 して,手 造 りによる人間性の回
復を旗印に した運動 だけに,そ れらの建物







ら19世紀以後の ものばか りで,こ のベル







シック,ル ネッサ ンス,バ ロ ックのそれぞ
れの様式に囲 まれた広場があ り,文豪のビ
ク トル ・ユーゴーが,「世界 で最 も美 しい
広場だ」 と称 したグラン ・プラスがある。
春か ら初夏 にかけてこの広場では美 しい花
市がたつ。中世 の建築はややもすれば重苦
しく,堅苦 しいが,自 然の美 しい草花の市
がたつことになれば,心 がなごむのである。
いかつい建物にはめ込まれた"窓"は 各階
とも少 しずつ大 きさや形が異 なり,あ るも
のは,上 階の窓 と一体 となっていた り,ま
た,数 階 まで上 に通 った窓,そ れが同じパ
ターンで横 に広が りを持 ったもの,い ずれ
も,ゴ シ ックあるいはルネッサ ンスの様式
がそのまま窓に も伝 わっているのである。
写真 は,ベ ルギーの民間アパー トで19世紀
初期の建築だが,3階 と4階 の窓が枠で一
体化 され,一 つの大 きな装飾 になっている。
窓枠 は木製でペ ンキで彩色 されているが,
木 とガラスとレンガの調和が見事だ った。
この3階 と4階 の窓を一つ につな ぐ型 は,
中世ギル ド時代 に出た様式 といわれている。
ギル ドのボスたちが,本 来,屋 根裏部屋で
しかなかったところに窓をつけ,下 の階の
窓 とつないで,い かにも,も う一つ階があ
るように誇示 したのである。
この ように窓は各国の風俗,習 慣,気 候,
宗教が時代 と共に変化 し,あ る時は合理主
義に徹 し,あ る時 は,文 芸復興のごとく,
また,人 間性の回復などと考 えられ,た え
ず動いてい る。 そこには昔 か ら今 日まで
人々の生活の様式 を伝えてきているし,ま
た,我 々が生 きて きた証拠 として"彼 等"
も生 きてきた証拠 として残 し残されてきた
のである。それはその時代のある種のシン
ボルあるいはサインなのか も知れない。
(っぽい・もとGENデザインプロ)
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